
東京理科大学

○ 産学官連携体制図

○ 成 果 事 例

・本部（センター)の構成
概要
国際連携ＰＪとして、２
００８年４月１日より学
長直属の組織として設立。
実務上、知財やＴＬＯと
の関係もあり、科学技術
交流センターとの連携組
織とした。

・本部（センター）の
特徴
学長直轄として責任体制
を明確にし、国内ＴＬＯ
活動や知財との連携をと
り、組織の重複をさけ効
率よく機能させることを
目指した。事業終了後の
スムーズな統合も視野に
入れている。

大学等名 ： 学校法人東京理科大学

学校法人東京理科大学

諏訪センター 山口センター

副センター長

◆技術移転
◆リエゾン活動
◆企業からの相談窓口
◆競争的資金獲得支援
◆大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰの創業支援

○ＴＬＯ部門長 【１名】
(特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

○特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ補助【１名】
○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【６名】
○法務ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ【１名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

研究戦略連携

国際産学連携推進体制図

○ＰＪﾏﾈｰｼﾞｬｰ（ｾﾝﾀｰ長）【１名】
○国際連携ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【１名】
○国際連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【１名】
○国際調査ｽﾀｯﾌ【１名】
○国際連携ｱｼｽﾀﾝﾄ【１名】
○NEDOフェロー 【１名】

（H21年度より予定）

◆国際的産学連携戦略立案
◆研究シーズの国際的な評価
◆海外技術移転機関の活用
◆プラットフォームTLOとの連携
◆国際特許調査
◆国際知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理
◆国際的な人材育成

国際戦略連携

アドバイザリー・コミッティ
を通じた連携・活用

産学連携戦略委員会

サンフランシスコ事務所

東京理科大学長

総合研究機構

国際化推進センター

専門職大学院

米国での活動拠点

科学技術交流センター長

海外拠点として活用

プラットフォーム
（UCプラス・ワン）

海外技術移転機関／
特許・法律事務所

在日大使館
政府機関

2. 戦略推進のためのマネジメントとその体制

知的財産部門国際連携ＰＪ

◆知的財産戦略の企画立案
◆特許調査
◆知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理

○知的財産部門長 【１名】
○知財ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【２名】
○調査ｽﾀｯﾌ【２名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

産学官連携課《事務組織》

○専任職員 【８名】 ○事務補助スタッフ 【２名】

ＴＬＯ部門

学校法人東京理科大学

諏訪センター 山口センター

副センター長

◆技術移転
◆リエゾン活動
◆企業からの相談窓口
◆競争的資金獲得支援
◆大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰの創業支援

○ＴＬＯ部門長 【１名】
(特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

○特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ補助【１名】
○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【６名】
○法務ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ【１名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

研究戦略連携

国際産学連携推進体制図

○ＰＪﾏﾈｰｼﾞｬｰ（ｾﾝﾀｰ長）【１名】
○国際連携ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【１名】
○国際連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【１名】
○国際調査ｽﾀｯﾌ【１名】
○国際連携ｱｼｽﾀﾝﾄ【１名】
○NEDOフェロー 【１名】

（H21年度より予定）

◆国際的産学連携戦略立案
◆研究シーズの国際的な評価
◆海外技術移転機関の活用
◆プラットフォームTLOとの連携
◆国際特許調査
◆国際知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理
◆国際的な人材育成

国際戦略連携

アドバイザリー・コミッティ
を通じた連携・活用

産学連携戦略委員会

サンフランシスコ事務所

東京理科大学長

総合研究機構

国際化推進センター

専門職大学院

米国での活動拠点

科学技術交流センター長

海外拠点として活用

プラットフォーム
（UCプラス・ワン）

海外技術移転機関／
特許・法律事務所

在日大使館
政府機関

2. 戦略推進のためのマネジメントとその体制

知的財産部門国際連携ＰＪ

◆知的財産戦略の企画立案
◆特許調査
◆知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理

○知的財産部門長 【１名】
○知財ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【２名】
○調査ｽﾀｯﾌ【２名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

産学官連携課《事務組織》

○専任職員 【８名】 ○事務補助スタッフ 【２名】

ＴＬＯ部門

・本部（センター)の構成
概要
国際連携ＰＪとして、２
００８年４月１日より学
長直属の組織として設立。
実務上、知財やＴＬＯと
の関係もあり、科学技術
交流センターとの連携組
織とした。

・本部（センター）の
特徴
学長直轄として責任体制
を明確にし、国内ＴＬＯ
活動や知財との連携をと
り、組織の重複をさけ効
率よく機能させることを
目指した。事業終了後の
スムーズな統合も視野に
入れている。

大学等名 ： 学校法人東京理科大学

学校法人東京理科大学

諏訪センター 山口センター

副センター長

◆技術移転
◆リエゾン活動
◆企業からの相談窓口
◆競争的資金獲得支援
◆大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰの創業支援

○ＴＬＯ部門長 【１名】
(特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

○特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ補助【１名】
○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【６名】
○法務ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ【１名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

研究戦略連携

国際産学連携推進体制図

○ＰＪﾏﾈｰｼﾞｬｰ（ｾﾝﾀｰ長）【１名】
○国際連携ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【１名】
○国際連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【１名】
○国際調査ｽﾀｯﾌ【１名】
○国際連携ｱｼｽﾀﾝﾄ【１名】
○NEDOフェロー 【１名】

（H21年度より予定）

◆国際的産学連携戦略立案
◆研究シーズの国際的な評価
◆海外技術移転機関の活用
◆プラットフォームTLOとの連携
◆国際特許調査
◆国際知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理
◆国際的な人材育成

国際戦略連携

アドバイザリー・コミッティ
を通じた連携・活用

産学連携戦略委員会

サンフランシスコ事務所

東京理科大学長

総合研究機構

国際化推進センター

専門職大学院

米国での活動拠点

科学技術交流センター長

海外拠点として活用

プラットフォーム
（UCプラス・ワン）

海外技術移転機関／
特許・法律事務所

在日大使館
政府機関

2. 戦略推進のためのマネジメントとその体制

知的財産部門国際連携ＰＪ

◆知的財産戦略の企画立案
◆特許調査
◆知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理

○知的財産部門長 【１名】
○知財ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【２名】
○調査ｽﾀｯﾌ【２名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

産学官連携課《事務組織》

○専任職員 【８名】 ○事務補助スタッフ 【２名】

ＴＬＯ部門

学校法人東京理科大学

諏訪センター 山口センター

副センター長

◆技術移転
◆リエゾン活動
◆企業からの相談窓口
◆競争的資金獲得支援
◆大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰの創業支援

○ＴＬＯ部門長 【１名】
(特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

○特許流通ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ補助【１名】
○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【６名】
○法務ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ【１名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

研究戦略連携

国際産学連携推進体制図

○ＰＪﾏﾈｰｼﾞｬｰ（ｾﾝﾀｰ長）【１名】
○国際連携ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【１名】
○国際連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ【１名】
○国際調査ｽﾀｯﾌ【１名】
○国際連携ｱｼｽﾀﾝﾄ【１名】
○NEDOフェロー 【１名】

（H21年度より予定）

◆国際的産学連携戦略立案
◆研究シーズの国際的な評価
◆海外技術移転機関の活用
◆プラットフォームTLOとの連携
◆国際特許調査
◆国際知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理
◆国際的な人材育成

国際戦略連携

アドバイザリー・コミッティ
を通じた連携・活用

産学連携戦略委員会

サンフランシスコ事務所

東京理科大学長

総合研究機構

国際化推進センター

専門職大学院

米国での活動拠点

科学技術交流センター長

海外拠点として活用

プラットフォーム
（UCプラス・ワン）

海外技術移転機関／
特許・法律事務所

在日大使館
政府機関

2. 戦略推進のためのマネジメントとその体制

知的財産部門国際連携ＰＪ

◆知的財産戦略の企画立案
◆特許調査
◆知財に係る啓発活動
◆知的財産の創出・管理

○知的財産部門長 【１名】
○知財ﾏﾈｰｼﾞｬｰ【２名】
○調査ｽﾀｯﾌ【２名】
○事務補助ｽﾀｯﾌ【１名】

産学官連携課《事務組織》

○専任職員 【８名】 ○事務補助スタッフ 【２名】

ＴＬＯ部門

独ミュンヘンで行われたLaserWorld展
示会出展、その後XDFI技術が認知され
Ａ社、Ｂ社、Ｃ社などから注目される
ようになった。その後、調査して絞り
込んだ企業訪問を行った。

Lyncean（米国 新Ｘ線源）と共同実験
計画中。
山形大学と画像処理の共同研究

●特願 ２００２－１８６３３２
特願 ２００９－２１５４４２
ＵＳ ２００８／０２９８５５１

「透過型結晶分析体の厚さ設定方法」
●特願 ２００９－２５０６９０
「画像合成装置及び雅号合成方法」

ＸＤＦＩは従来のＸ線画像とは異なり、軟骨のような柔らかい組織の検出、ガン細胞の検出
など増感材、造影剤なしで得られるという特徴を持ち、２００９年独LaserWorldで発表し、
同時に他のグループも発表したこともあり注目を集めるようになった。先生はＸＤＦＩの優位
性を示す乳ガン検出、関節リウマチの写真などを含む論文を順次発表予定。この実用化
には筑波のシンクロトロンの代替として高輝度で平行光線であるＸ線源の開発または高感
度のＣＣＤカメラの開発が必須。その技術とあわせることで実用化できる。
２００９年６月独ミュンヘンのLaserWorldで発表展示した。他のグループもX線暗視野法の
発表を行い、従来のＸ線画像とは一線を画すｓ、帰国後にはＡ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社
を訪問しＸ線源やＣＣＤカメラの開発動向を調査した。海外企業の１社は担当が８月に日
本に訪ねて来た。しかし、特殊Ｘ線源開発に関して彼らは技術を持たないため交渉は中
断。
それらの結果を踏まえ３月にアメリカに渡り、Ｆ社、Ｇ社、Ｈ社、Ｉ社、Ｊ社などを訪問した。３
月のアメリカ訪問では特殊Ｘ線源開発能力ある会社Lyncean社と交渉し、2010年夏以降
に共同で試験することに合意し、現在ＮＤＡ締結済み。また今後の特許譲渡先としてＬ社、
Ｍ社を訪問し技術紹介したが両社とも極めて積極的で夏の試験結果を見て判断すること
となった。Lyncean社とは秘密保持契約書を締結し詳細な情報交換を行うことを検討して
いる。
数年以内の特許譲渡を目指している。Ｘ線撮像は診断用メディカルイメージングの中核
であるが、画像に限界がありＭＲＩ、ＰＥＴ、ＳＰＥＣＴ、超音波、マンモグラフィー、ＰＣＳ／Ｒ
ＩＳなどが開発されてきた。しかし、本方法は造影剤、増感剤がなくても、またいずれの機
器でも診断できなかったリウマチの診断ができるなど、多くの特徴があるので広く普及する
と考えている。設備の開発、製造、販売と大きなビジネスが期待できる。

知財管理（特許化、知財保護）※ 技術移転の概要

大学等名 学校法人東京理科大学
機関名称 科学技術交流センター

創 出

選別企業訪問方式 ： Ｘ線暗視野法(XDFI)の実用化

産学官連携のきっかけ（マッチング）

共同研究 ※

従来の方法ではガン細胞を見い
だすことができないが、ＸＤＦ
Ｉであれば明瞭に検出すること
ができる。

整 備 活 用

ＸＤＦＩの技術を実用化するに当たって、高輝度で平行光線であ
るＸ線源の開発が必須。この技術と開発できる企業は限定されて
おり、海外も含めてトップ企業との連携がどうしても必要な案件
であった。国際的産学官連携活動の課題として取り組み、特許の
価値を高め譲渡できる仕組みができつつある。具体的に、有用性
を示す論文をインパクトの高い雑誌発表し、シンクロトロンを使
わずＸＤＦＩ設備が実用化できる事を証明することで、大学とし
ては企業に数年以内に特許譲渡できるところまでできた。造影剤、
増感剤を使用しなくてもリウマチの診断等ができる次世代診断メ
ディカルイメージングとして広く普及することが期待される。

要約
Ｘ線暗視野法（ＸＤＦＩ）の特徴

連携機関

○ 山形大学 工学部 湯浅哲也教授
○ (株)リガク 所長 虎谷秀穂氏
○ Lyncean President Dr. Ronald Ruth
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本に訪ねて来た。しかし、特殊Ｘ線源開発に関して彼らは技術を持たないため交渉は中
断。
それらの結果を踏まえ３月にアメリカに渡り、Ｆ社、Ｇ社、Ｈ社、Ｉ社、Ｊ社などを訪問した。３
月のアメリカ訪問では特殊Ｘ線源開発能力ある会社Lyncean社と交渉し、2010年夏以降
に共同で試験することに合意し、現在ＮＤＡ締結済み。また今後の特許譲渡先としてＬ社、
Ｍ社を訪問し技術紹介したが両社とも極めて積極的で夏の試験結果を見て判断すること
となった。Lyncean社とは秘密保持契約書を締結し詳細な情報交換を行うことを検討して
いる。
数年以内の特許譲渡を目指している。Ｘ線撮像は診断用メディカルイメージングの中核
であるが、画像に限界がありＭＲＩ、ＰＥＴ、ＳＰＥＣＴ、超音波、マンモグラフィー、ＰＣＳ／Ｒ
ＩＳなどが開発されてきた。しかし、本方法は造影剤、増感剤がなくても、またいずれの機
器でも診断できなかったリウマチの診断ができるなど、多くの特徴があるので広く普及する
と考えている。設備の開発、製造、販売と大きなビジネスが期待できる。

知財管理（特許化、知財保護）※ 技術移転の概要

大学等名 学校法人東京理科大学
機関名称 科学技術交流センター

創 出

選別企業訪問方式 ： Ｘ線暗視野法(XDFI)の実用化

産学官連携のきっかけ（マッチング）

共同研究 ※

従来の方法ではガン細胞を見い
だすことができないが、ＸＤＦ
Ｉであれば明瞭に検出すること
ができる。

整 備 活 用

ＸＤＦＩの技術を実用化するに当たって、高輝度で平行光線であ
るＸ線源の開発が必須。この技術と開発できる企業は限定されて
おり、海外も含めてトップ企業との連携がどうしても必要な案件
であった。国際的産学官連携活動の課題として取り組み、特許の
価値を高め譲渡できる仕組みができつつある。具体的に、有用性
を示す論文をインパクトの高い雑誌発表し、シンクロトロンを使
わずＸＤＦＩ設備が実用化できる事を証明することで、大学とし
ては企業に数年以内に特許譲渡できるところまでできた。造影剤、
増感剤を使用しなくてもリウマチの診断等ができる次世代診断メ
ディカルイメージングとして広く普及することが期待される。

要約
Ｘ線暗視野法（ＸＤＦＩ）の特徴

連携機関

○ 山形大学 工学部 湯浅哲也教授
○ (株)リガク 所長 虎谷秀穂氏
○ Lyncean President Dr. Ronald Ruth




